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Abstract 


The microfilarial prevalence of Dirofilaria immitis in house dogs in Nagasaki City 
was examined in spring and autumn in 1968. Of 3370 examined dogs, which were about 
18 of the total dogs living in Nagasaki City, 690 dogs, 29.1% were found to have 
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microfilariae. In the dogs under one year no microfilariae were found, but in the one 


year old dogs microfilarial prevalence was already over 1077, and in the three years 


or older dogs it ranged mainly between 30 and 40. The mean number of microfilariae 


per about 20mm3 blood of positive dogs was 52.3 in spring and 57.9 in autumn. The 


distribution pattern of the infected dogs in Nagasaki City suggested that more intensive 


transmission by vector mosquitoes occurred in the suburban districts especially in 


residential quarters than the urban districts of the City. 


は じ 


RAJEE, Dirofilaria immitis は 本 来 犬 の 寄生 虫 で 
ある が , 近年 世界 各国 , 特に 米国 に お いて し ば し ば 人 
体感 染 症 例 が 報告 され (吉村 , 1968, 1969), 我国 で も 
既に 2 例 CNishimura et al., 1964 及び 吉村 , 1968) 
が 報告 され る に 至っ て , よう や く < 問題 に な っ て きた . 
従っ て , 日 本 の 各地 で この 糸状 虫 の 漫 淫 状 況 を 調べ , 
これ を 媒介 し て いる 責 の 種類 を 明らか に する こと は 人 
体 へ の 感染 を 未然 に 防ぐ 対策 を 立て る 上 か ら ゃ 必要 と 
な っ て きた . 我国 に お ける 犬 糸状 虫 の 漫 淫 状況 に つい 
て の 調査 は か な り 十 く か ら 各 地 で 断 財 的 に 行わ れ て お 
り , 調査 地 に よっ て 0.4 欠 一 34 .8 外 の 犬 が 感染 し て い 
る こと が 報告 され て いる . また 媒介 由 に つい て は 井上 
(1936, 1937) に よる か な り 詳 し い 実 験 感染 の 成績 は 
ある が , 前 不 充 分 な 点 も あり , MKO HARZ OT 


め に 


は , 我国 で は Keegan 等 (1967) の 報告 が ある の み 
で , 野外 た に お いて 伝搬 の 主演 を 演じ て いる 改 の 種類 に 
つい て は , まだ 明らか に され て いな い . 

著者 ら は 長崎 市 内 に お ける 犬 糸状 虫 の 漫 浮 状況 と , 
この 寄生 虫 を 実際 に 媒介 し て いる 峰 の 種類 と を 明らか 
に する た め に 研究 を 続け て いる が , 本 報 で は 1968 年 に 
実施 し た 長崎 市 内 の 飼 犬 の 仔 躍 保有 状況 調査 の 結果 に 
つい て 報告 する . 

稿 を 進め る 前 に , この 研究 の 指導 と 本 稿 の 校 関 を 賜 
わっ た 軸 師 大 森 南 三 教授 に 深 基 の 謝意 を 表す る . また , 
本 調査 は 長崎 市 中 央 保健 所 と 長崎 市 獣医 師 会 の 関係 者 
の 方 々 の 御 協力 の も と に 実施 さき され た . これ ら の 方 々 に 
対し 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 


調 E 方 法 


長崎 市 に お いて は , 狂犬 病 予 防 法 に ょ り , 年 に 2 回 
登録 犬 の 予防 注射 が 実施 され て いる こと に 着目 し , 
1968 年 4 月 23 日 か ら 5 月 18 日 迄 , 及び 10 月 15 日 か ら 11 
月 4 日 迄 の 予防 注射 期間 中 , 日 曜日 を 除い た 毎日 午前 
10 時 か ら 午 後 4 時 迄 , 中 央 保健 所 か ら 派 遣 さ れる 注射 
H, 3 姓 の 中 の 1 斑 に 著者 等 の 1 人 西岡 が 所 属し て , 所 
有 者 の 協力 が 得 ら れ た 犬 に つい て 耳 球 か ら 1 滴 ( 約 20 
mm3) の 血液 を 採取 し . スラ イド グラ ス に 塗 拓 し て 乾 


燥 させ , 後 で ギ ム ザ 染色 し て 鏡 検 し , 仔 虫 の 有無 と 仔 
虫 の 発見 され だ 標本 に つい て は 仔 虫 数 を 記録 した, 38 
査 地 域 は 市 内 の ほぼ 全域 に 豆 っ た が 春 と 秋 の 調査 地区 
が 重 復 し な いよ うに 配慮 し た . 対象 と な っ た 犬 は 何れ 
も 登録 大 で あっ た の で , 年 令 , 性 別 等 は 登録 カー ド に 
より 知る こと が で きた が , カー ド の 記録 が 疑わ し い 場 
合 に は その 犬 の 所 有 者 に た ず ね た り , ある い は 直接 訪 
当 す る 犬 を 調べ る こと に よっ て 確認 し た . 


調 査 成 績 及 び 考 察 


|l. 長崎 市 内 に お ける 犬 の 僧 息 数 、 付 虫 保有 率 及び 
検出 され た 仁 虫 の 種類 に つい て 

この 調査 の 前 年 に , 長崎 市 内 の 全戸 に 対し て 公職 選 
挙 の た め の 有 権 者 の 調査 が 行わ れ た の を 機会 に , 各戸 
で 犬 を 所 有 し て いる か どら うら か を も 調べ た . その 結果 , 
長崎 市 内 に は 12,700 頭 の 飼 犬 が いる こと が 明らか に な 
っ た だ た. この 中 1968 年 中 に 狂犬 病 了 予防 法 に 基づい て 保健 


所 に 登録 し た も の は 第 1 表 に 示す よう に , 10,058 頭 で 
あっ た の で , 残り の 2,642 頭 は 未 登録 の まま 飼 わ れ て 
いた こと に な る . Cd 5O8pKo[f-sg 500 頭 の 野犬 
が いる も の と 推定 され る の で , これ ら を 合わ せる と 長 
崎 市 内 に 棲 邊 し て いる 犬 数 は 約 13,200 頭 と な る . この 
中 , 今回 調査 の 対象 と し た の は 登録 犬 だ け で ある が , 
調査 範囲 が 市 内 の ほぼ 全域 に 互 っ た の と , 検査 犬 数 が 
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Table 1. Number of dogs living in Nagasaki 
City in 1968. 

Registration status No. of dogs 25 
House dogs (Registered)* 10,058 76.2 
ク (Unregistered) 2,642 20.0 
Ownerless dogs (Estimated)! 500 |, 3.8 

Total | 13,200 | 100.0 


* Blood examination was made with random 
examples among registered dogs. 


棲息 犬 数 の 約 18 を に 当る 2,370 頭 に 及 ん だ こと も あっ 
て , この 調査 に より 野犬 を も 含め た 長崎 市 内 の 犬 全体 
に つい て の 犬 糸状 虫 の 浸 肖 状況 を 概ね 抱 握 で きた と 考 
えて いる . 第 2 表 に 示す よう に 春秋 合わ せ て 2,370 頭 
の 検査 大 の 中 , その 約 29 あ に 当る 690 頭 か ら 仔 虫 が 検 
出さ れ た が , それ ら は すべ て Dirofilaria immitis Cds 5 
た . この 仔 虫 保有 率 を 第 3 表 の 今 迄 に わが 国 で 報告 さ 
れ た 各地 で の 調査 成績 と 比較 し て みる と , 岡山 の 34.8 
26, 神戸 の 29.3 を に つい で 高く , 同じ 長崎 市 内 で 野犬 
に つい て 1954 年 か ら 1955 年 に か け て 調べ た 片 峰 等 
(1955) の 成績 8.5% に 比べ て 著しく 高 率 で ある . 最 
近 沖縄 に Dipetalonema reconditum が 分 布 し て いる こ 


Table 2. Number and percentage of house dogs 
having microfilariae of canine filariid, 
Dirofilaria immitis in Nagasaki City in 


1968. 


BAM ———XM—MÓÓÓÓÀ nM tuum nnt ÓÜÁ"PÀaÜ—Q 


: INo. of dogslNa: of dogs % 
Period | examined | positive positive 
i 
Apr.23— May18 | 1418 | 441 | 31.1 
| | 
Oct.18—Nov. 4| 952 249 | 26.2 
Total 2310 | 690 29.1 


と が 報告 て Pennington et al., 1969) され た の で , 
ある い は 長崎 市 内 で も 本 種 の 仔 昌 が 発見 で きる の で は 
な いか と 考え 注意 し て 調べ た が , 今回 の 調査 で は 全く 
発見 で き な か っ た . 


2. 犬 の 性 別 、 年 令 別 付 虫 保有 率 と 保有 全 虫 数 
a) 1968 年 春の 調査 成績 


1968 年 4 月 23 日 か ら 5 月 18 日 迄 に 調査 し た 犬 数 は 
1,418 頭 で , これ ら の 犬 の 人 性別, 年 令 別 仔 虫 保有 率 普 
びに 陽性 犬 1 頭 当 り の 約 20gw3 血液 中 の 平均 仔 虫 数 は 
第 4 表 及 び 第 5 表 に 示す 通り で ある . これ ら を 図示 し 
た の が 第 1 図 で , これ ら の 図表 か ら 明 ら か な よう に 位 
申 保 有 率 は 全体 で は 雄 で 31 .6 巡 , 雌 で 30.1 と 共に か 


Table 3. Summary of studies on the prevalence of canine filariid, Dirofilaria immitis 
reported by many other authors in Japan. 
——————Ó—————À— 
| No. of | No. of dogs with | No. of l 
] | Infection 
Locality dogs | - ; dogs っ Authors 
AM Adut  Mf.and |. | rate( 72) 
E [examined] Mf. worms adults ee 人 d 
Osaka, Nara, and | | 
Kyoto Prefectures n し ーー 3 u i 9 2.9 | Toyota, 1928 
Kobe, Hyogo Pref. | | 150 | 0 23 2 | 44 29.3 | Yoshikawa et al., 1936 
ク | 300 0 14 50 | 64 ^E NE , 1938 
1 ] 
Okayama Pref. | 一 | 一 — 一 | zs 34.8 " , 1936 
Kure, Hiroshima Pref. | 260 a 72 - 72 27.7  Tokuge, 1954 
RO ISOR REET: 203 」44 | —- = 44 | 21.7 | Keegan et at., 1967 
paga Frei: ER 42 Es d c 27.7 | Okabe et al., 1982 
Sasebo, Nagasaki Pref. | 4 (9 | — 63 = 63 6.2 | Nagata, 1955 
Nagasaki, Nagasaki | | 
Pref. 2,445 2 171 36 209 8.5 | Katamine et al., 1955 
Okinawa, Ryukyus | 182 | 3 - Se ow) g 2.0 | Shimabukuro, 1962 
" 557* 2 — 一 | 2 0.4 | Pennington et al., 1969 


* Of these dogs, 129 (23.2272) were infected with Dipetalonema 


reconditum, 
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Table 4. Number and percentage of house dogs having microfilariae in Nagasaki 
City, by age and sex, on April 23 to May 18, 1968. 


Age in Male Female Total 
year Dogs Dogs % Dogs Dogs 2 Dogs Dogs 25 
examined positive positive | examined positive positive | examind positive positive 
0 11 0 0.0 3 0 0.0 14 0 0.0 
1 171 20 11.7 94 17 18.1 265 37 14.0 
2 162 4] 29.3 | 95 24 25.3 257 65 25.3 
3 164 57 34.8 94 32 34.0 258 89 34.5 
4 114 52 45.6 61 21 34.4 178 73 41.7 
5 19 30 38.0 95 20 36.4 134 50 37.3 
6 73 30 41.1 39 13 33.3 112 43 38.4 
7 41 18 43.9 35 11 31.4 76 29 38.2 
8 29 14 48.3 18 7 38.9 47 21 44.7 
9 14 6 42.9 6 3 50.0 20 9 45.0 
10 | 19 8 42.1 3 3 100.0 22 11 50.0 
11+ 30 11 36.7 8 3 31:5 38 14 36.8 
Total 907 287 31.6 511 154 30.0 1418 441 31.1 
Table 5. Number of microfilariae per about 20mm3 blood of positive dogs, 
by age and sex, on April 23 to May 18, 1968. 
" Male | Female | Total 
ge in| = 
| positive | Min. Max. Mean | Positive | Min. Max. Mean | positive | Min. Max. Mean 
0 0 一 一 0 — = = 0 — 一 一 
1 20 1 46 13.3 17 1 45 9.6 37 1 46 1.2 
2 41 ND 333 44.4 24 1 306 49.8 65 1 333 46.5 
3 S7 1 777 61.3 32 Y 194 41.2 89 H 717 54.1 
4 52 1 741 75.0 21 H 133 28.8 73 1 741 61.7 
5 30 1 988 109.3 20 1 135 34.5 50 H 988 79.4 
6 | 30 | 1 415 60.2 13 3 124 43.2 43 1 418 55.0 
7 18 1 259 67.4 11 1 75 31:5 29 1 259 53.8 
8 14 9 180 59.4 7 1 60 11.9 21 1 180 43.6 
9 6 6 61 22.7 3 1 91 32.3 9 1 91 25.9 
10 8 2 226 51.6 3 5 52 22.0 11 2 226 43.5 
11 十 11 il 191 66.6 3 2 40 18.7 14 1 191 96.4 
Total 287 1 988 62.3 154 1 306 33.6 44] 1 988 52.3 
な り 高 く , 性 に よる 有意 の 差 は 認め られ な い . FU て いる こと は 現在 も 尚 新しい 感染 が 繰 返 さ れ て いる こ 
ARIHI 1 未満 で は まだ 全く み ら れ な い が , 1 と を 示す も の と 思わ れる . 次 に 陽性 犬 1 頭 当 り の 約 20 
オオ で 既に 10 あ を 超え , その 後 も 増加 し て 3~4 才 で 30~ mt3 年 疲 中 の 平均 仔 貝 数 と つい て みる と , 全体 で は 雄 
40 多 と 最高 に 達し , その 後 は 横 和 吐い 状態 と な る よう で で 62.318, ET 33.6% L HDHD 2 倍 近 く で ある . 


ある . この よう に 仔 虫 保有 率 が 1 で 既に 10 ダ を 超え そこ で これ を 年 令 別 に みる と , 雄 の 場合 に は 1 で は 
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Fig. 1. Microfilarial prevalence and density 
in house dogs, by age, examined on April 23 
to May 18, 1968 (cf. Tables 4 znd 5). The 
prevalence is given by percentage of positive 
dogs for microfilariae, and the density by mean 
number of microfilariae per about 20mm? blood 
of positive dogs. 


13.3 隻 と 比較 的 少な た い が , その 後 仔 虫 保有 率 と 共に 上 
昇 し 8 才 で 100 隻 を 超え て 最高 に 達し , その 後 減少 し 
て いる の に 対し , 雌 で は 2 才 迄 は 雄 と 同様 の 上 昇 を 示 
す が , その 後 は 増加 せ ず , 横着 い 状 態 か や や 減少 を 示 
す 点 が 著しく 異な る . 


b) 1968 年 秋 の 調査 成績 


秋 の 調査 大 数 は 952 頭 で . これ ら の 犬 の 性 別 , FS 
列 仔 虫 保有 率 並び に 陽性 犬 1 頭 当 り の 約 20mm3 血液 中 
の 平均 仔 虫 数 は 第 6 表 及 び 第 7 表 に 示す 通り で , これ 
ら を 図示 し た の が 第 2 図 で ある . これ ら の 表 及 び 図 に 
つい て 吟味 する と , 仔 躍 保有 率 は 全体 で は 雄 で 29.1 交 , 
雌 で 20.4 多 と 雄 の 方 が か か な り 高 率 で あり , この 差 は 危 
院 率 1 多 で 有意 で ある . 年 令 的 に は 雄 雌 共 1 才 未満 迄 
は まだ 仔 貝 は 検出 され な い が , 1 才 で 既に 10 を 超え , 
3 才 迄 は 上 昇 を 続け て 30 を 超え , ETIEK 
達し て いる が その 後 は や や 低下 し , 雌 で は 3 才 以 後 か 
な り は げ し いし 変動 を みせ な が ら , 概ね 横 六 い 状 態 を 示 
し て いる . 次 に 陽性 犬 1 頭 当 り の 約 20mm? iiir o 
平均 仔 虫 数 を みる と , 全体 で は 雄 で 51 .7 隻 , 雌 で 74.9 
隻 と 仔 虫 保有 率 の 低い 雌 の 方 が な し ろ 多 い . 年 令 別 の 
平均 仔 虫 数 を みる と , ECOL 1 で 11.6 隻 で あっ た も 
の が 急増 し て 3 才 で 80 令 を 超え , «ouis, 
や や 低下 の 傾向 を 示す が , 雌 で は 陽性 犬 の 頭数 が 少な 
いこ と ゃ も あっ て , 仔 虫 数 の 変動 が 激しく , 一 定 の 傾向 
は つか み が た い . 


Table 6. Number and percentage of house dogs having microfilariae in Nagasaki 
City, by age and sex, on October 15 to November 4, 1968. 
AgS n Male Female | Total 
year Dogs Dogs 26 Dogs Dogs 25 . Dogs Dogs A 
examined positive positive examined positive positive | examined positive positive 

0 46 0 0.0 30 0 0.0 76 0 0.0 
1 120 16 13:3 51 6 11.8 171 22 12.9 
2 96 26 27.1 37 5 13.5 133 3l 23.3 
3 89 33 37.1 40 12 30.0 129 45 34.9 
4 65 22 33.8 38 6 15.8 103 28 27.2 
5 55 27 49.1 38 8 21.1 93 35 37.6 
6 | 50 23 46.0 16 5 3159 66 28 42.4 
7 21 8 29.6 18 4 22.2 45 12 26.7 
8 25 8 32.0 21 7 33.3 46 15 32.6 
9 18 6 33.3 11 4 36.4 29 10 34.5 
10 16 6 37.5 12 4 33.3 | 28 10 35.7 
11+ 22 8 36.4 1l 5 45.5 | 33 13 39.4 

Total | 629 183 29.1 323 66 20.4 952 249 26.2 
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Table 7. Number of microfilariae per about 20mm? blood of positive dogs, 
by age and sex, on October 15 to November 4, 1968. 
| Male | Female | _ Total - 
Age in | Range and mean Range and mean | Range and mean 
No. of No. of Mf. No. of No. of Mf. No. of No. of Mf. 
year | dogs dogs dogs 
| positive | Min. Max. Mean | Positive | Min. Max. Mean | Positive | Min. Max. Mean 
0 0 一 一 一 | 0 一 一 一 0 fies 一 一 
1 16 1 40 11.6 2 77 25.0 22 | 1 77 15.38 
2 26 H 342 28.3 S 19 75 49.0 3l 1 342 31.7 
3 33 1 949 81.4 12 2 114 30.7 45 1 949 67.9 
4 22 2 183 61.5 6 2 204 66.3 28 2 204 62.8 
5 21 4 204 46.6 .8 13 250 76.0 35 | 4 250 53.3 
6 23 1 171 37.2 5 2 22 9.4 28 1l 171 32.2 
7 8 4 91 55.4 4 72 441 208.8 12 4 447 106.5 
8 8 21 153 62.2 7 105 48.1 15 1 153 55.7 
9 6 8 156 59.0 4 27 1157 338.5 10 8 1157 170.8 
10 6 723 136.2 4 9 187 109.0 10 1 723 125.3 
11 十 8 5 167 34.6 5 4 88 33.4 13 4 167 34.2 
Total| 183 1 99 57 66 1 157 2749 | 249 1 1159 57.9 
60 - 
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Fig. 2. Microfilarial prevalence and density 
in house dogs, by age, examined on October 15 
to November 4, 1968 (cf. Tables 6 and 7). The 
prevalence is given by percentage of positive 
dogs for microfilariae, and the density by mean 
number of microfilariae per about 20mm? blood 
of positive dogs. 


c) 1968 年 春 と 秋 の 付 虫 保有 率 の 比較 


犬 の 仔 貝 保有 率 が 春の 調査 成績 で は 雄 で 31.6, WE 
で 30.1 多 と 性 に よる 差 は ほとん ど み られ な か っ た が , 
秋 の 調査 成績 で は 雄 で 29.1%, WE C 20.4% LAED 
差 が み ら れ た こと は 既に 述べ た . そこ で , 更に それ ぞ 
れ の 性 に つい て 春 と 秋 の 仔 虫 保有 率 を 比較 し て みる と , 
雄 で は 春の 31.6 め と 秋 の 29.1 有 と の 間 に は 有意 の 差 
が み ら れ な い が , 由 の 場合 に は 春の 30.1 多 と 秋 の 20.4 
と の 間 に は 危険 率 1 で 有意 差 が 認め られ る . 即ち 
雄 の 場合 に は 春 と 秋 と で 仔 虫 保有 率 に 差 が ある と は い 
えな い が , 雌 で は 春 に 比べ て 秋 に は 明らか に 低い こと 
が わか る . 

犬 の 仔 虫 保有 率 が 性 に よっ て 違う か どう か に つい て 
は , 今 迄 に も いく つか の 報告 が あり , mimo 
いう も の を も 多少 は ある が , 多く の 場合 , 雄 の 方 が 高い 
こと を 認め て いる . し か し な が ら , その 理由 は まだ 明 
ら か に され て いな い . 


3. 地区 別 仔 虫 保有 率 の 比較 


犬 の 仔 虫 保有 率 が 市 内 の 地区 に よっ て どの ょ よう に 佑 
っ て いる か を 明らか に する た め に , 便宜 上 , ELKO 
資料 を 一 緒 に し て 小学 校区 別に 犬 の 仔 虫 保有 率 を 算出 
し , 比較 し て みた . 各 小 学校 区 毎 の 検査 犬 数 , ESSA 
数 , 仔 虫 保有 率 及 び 陽 性 犬 1 頭 当 り の 平均 仔 虫 数 は 第 
8 表 に 示す 通り で , 44 校 区 の 中 42 校 区 に わた っ て 検査 
し た 2,370 頭 に つい て の 仔 虫 保有 率 は 29.1 用 と か な り 
高く , 陽性 犬 1 頭 当 り の 約 20mm3 血液 中 の 平均 仔 
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Table 8. Number and percentage of house dogs having microfilariae in 42 out of 44 
districts of Nagasaki City, showing the total results obtained in spring 
(Table 4) and autumn (Table 6), 1968. 
No. of dogs 25 Mean No. of 
Part Distict Mf. per 
examined positive positive positive dog 
] Irabayashi 118 35 29.7 38.1 
2 Togiya 81 i4 17.3 33.6 
3 Katsuyama 91 23 25.3 84.2 
4 Shinkozen 75 16 21.3 135.6 
5 Kaminagasaki 49 22 44.9 49.6 
Eastern 6 Koshima 34 10 29.4 55.4 
7 Nishizaka 86 19 22.1 41.3 
8 Himi 0 — = = 
9 Yagami 98 43 43.9 37.2 
10 Koga 16 5 31.3 42.0 
11 Toishi 21 7 25.9 80.1 
12 Inasa 138 27 19.6 18.1 
13 Asahi 18 2 li 389.5 
14 uS 28 6 21.4 993.9 
15 ategami 53 17 32.1 12.4 
Western | 15 Kosakaki 1 0 0.0 = 
17 Fukuda 42 14 33.8 45.8 
18 Teguma S 0 0.0 — 
19 Shikimi 52 2 3.8 4.0 
2 - 
20 Sako 58 1 1.7 22.0 
21 Nita 106 15 14.2 32.5 
22 Kitaoura 70 9 12.9 23.0 
23 Minamioura 39 5 12.8 36.4 
24 Naminohira 9 3 33.3 17.3 
238 Tomachi 100 34 34.0 52.8 
Southern 26 Kogakura 27 10 31.0 29.3 
27 Doinokubi 72 28 38.9 61.6 
28 Fukahori 50 10 20.0 19.2 
29 Minami 9 0 0.0 = 
30 Mogi 60 12 20.0 47.8 
31 Hayasaka 35 9 25.7 62.2 
32 Hiyoshi 4 1 25.0 4.0 
j 
33 Zenza 54 13 24.1 41.1 
34 Sakamoto 42 T5 35.7 31.5 
35 Takao 64 30 46.9 63.8 
36 Yamazato 123 61 49.6 66.3 
37 S E 52 16 30.8 29 2 
38 Shiroyama 20 5 25.0 34. 
Northern | 39 Nishiurakami 83 31 37.3 118.2 
40 Nameshi 114 52 45.6 57.2 
41 Nishikita 39 17 43.6 38.2 
42 Nishimachi 92 35 38.0 45.4 
43 Kawabira 36 16 44.4 54.7 
44 Ozono 0 一 一 
| 
Total | 2310 690 29.1 54.3 
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虫 数 も 54.3 隻 と か な り 多 い が , 校区 に よっ て 仔 昌 保有 
率 に は か な り の 差 が ある . 検査 大 数 が 10 頭 以上 の 校区 
で 陽性 犬 の いな い 校区 は な く , 最低 は 佐古 小学 校区 
(No.20) の 1.726, 最高 は 山里 小学 校区 (No.36) 
0049.625;635 oA, 仔 虫 保有 率 を 10 多 毎 に 5 段階 に 
区 切っ て みる と , 41 て 580 の 校区 が 7 区 (16.722), 
31…40 め 及び 21—309223 & 11 区 (26.22, 11 ン 
2025238 bC(19.022), 10 以下 が 5 区 (11.9%) と な 
0, 市 内 の 約 88 多 の 校区 で 11 多 以上 の 浸 汰 が ある こと 
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が わか る . 第 3 図 は 10 巡 毎 の 仔 虫 保有 率 を 記号 に よ ょ っ 
て 地図 上 に 示し た も の で , この 図 か ら 仔 虫 保有 率 は 市 
の 中 心 部 で は 比較 的 低い が 住宅 地帯 を 主 と す る 市 の 周 
辺 部 , 特に 北部 で 高い こと が わか る . この よう に , X 
系 状 虫 の 漫 淫 状況 が 地区 た にょ っ て 異な る の は , これ を 
媒介 し て いる 山 の 種類 と 多 支 に よる も の と 思わ れる の 
T, 今後 主 な 地区 で 山 の 調査 を 実施 し , 発生 し て いる 
FLORE, 25 自然 感染 状況 等 を 明らか に する 必要 
が ある . 
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Range of Mf. 
prevalence 

0 41-50% 
€ 31—40 
€) 21—30 
© 11-20 
O 0 -10 
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Fig. 3. Microfilarial prevalence of house dogs with Dirofilaria immitis in each of 42 


out of 44 numbered districts shown in Table 8 in Nagasaki City. 


長崎 市 内 に お ける 犬 糸状 虫 の 漫 淫 状 況 と 伝搬 


ま 


長崎 市 内 に お ける 犬 糸 状 虫 の 漫 淫 状 況 を 明らか に す 
る た め に , 1968 年 春 と 秋 に 飼 犬 の 仔 虫 保有 状況 を 調査 
LE. 調査 犬 数 は 春秋 合わ せ て 2,370 頭 で , これ は 市 


内 に 棲 包 し て いる と 推定 され る 全 犬 数 の 約 18 に 当る . 


この 中 690 頭 (29.122) が Dirofilaria immitis の 仔 虫 
を 保有 し て いた . 春 に は 1,418 頭 の 検査 犬 の 中 441 頭 
(31.126) に , 秋 に は 982 頭 中 24988 (26.2922) に 仔 
虫 を 認め た . BER 1 頭 当 り の Wy 20mm3 血液 中 の 
平均 仔 虫 数 は 春 は 52.388, 秋 は 57.9 隻 で 共に か な り 
多かっ た . 仔 虫 保有 率 は 春 に は 性 に よる 有意 の 差 が 認 


め ら れ な か っ た が , 秋 に は 雌 の 方 が 明らか に 低かっ た . 


また 季節 的 に も 雄 で は 春 と 秋 と が ほぼ 同率 で あっ た が 


肉 で は 秋 の 方 が 明らか に 低 率 で あっ た . 年 令 的 に は , 
春秋 共 , 1 未満 の 犬 か ら は 全く 仔 虫 が 検出 され な か 
っ た が , 1 で は 既に 仔 虫 保有 率 が 10 多 を 直 え , 更に 


上 昇 を 続け て 3 62 630—40269 e BLZ, その 後 は 横 
吐い 状態 か , ある い は 幾 分 低下 する 傾向 かみ ら れ た . 
この よう に 仔 虫 保有 率 が 1 才 で 既に 10 を 超え て いる 
こと は , HEDHI LORRY U0ELCOOSLIEE 
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